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【環境経営理念】

         さとう産業株式会社は、廃棄物の処理を通じ、事業者や地域社会との
         協働を目指すと共に地球環境に配慮した生活環境の保全と改善に努め、
         かけがえのない地球の自然や環境を守り、美しい環境づくりと豊かな
         社会形成を目指し努力します。

【基　本　方　針】

         当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、環境負荷を軽減
         すると共に、環境に配慮した継続的な活動を展開致します。

  １、環境負荷低減活動の取組を行い、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量
　  　総排水量の削減に努めます。
    　　（１）電気、軽油、ガソリンの軽減に取り組みます。
　  　　（２）３Rを推進して廃棄物排出量の削減に取り組みます。
　　　　（３）洗車時の節水に取り組みます。　　　
　　　　（４）事業系一般廃棄物排出者の分別・再資源化推進に協力します。　　　

　２、事務用品を主体とするグリーン購入を推進します。

  ３、環境関連法規制等の遵守
　     環境関連法規制及びその他の規制を遵守致します。

  4、環境に関しての教育
       全社員に環境に関しての教育を行い、環境保全の意識を高めます。

  5、環境コミュニケーションの積極的実施
     　環境活動レポートを社内外に公表し、社会とのコミュニケーションを
   　　大切にします。

             　　社内においては、全社員にこの環境方針及び必要事項を周知し

　 　　 　      全社員による取組を展開します。

改定②　２０１１年７月１２日
制定　 　２００９年１０月１日
さとう産業株式会社
代表取締役　佐藤宏美　　　印



事業所及び代表者 さとう産業株式会社
代表取締役  佐藤宏美

所　在　地 事務所：静岡県富士市神戸689番地の4
TEL：0545-21-1101
FAX：0545-21-1156

駐車場：静岡県富士市大淵字糀窪581番地3　

環境管理の責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者　　竹川祥貴
担当者　 　　 　 　　中山理衣

TEL：0545-21-1101

設　　　 立

活動事業の概要　　 一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業
富士市一般廃棄物業務受託

許可内容 一般廃棄物　【富士市】第１－２－１３号　　令和４年４月１日～令和６年３月３１日
家庭系廃棄物・事業系一般廃棄物

　　　　　　　　【富士宮市】富生許第７号　   令和４年４月１日～令和６年３月３１日
事業系及び家庭系一般廃棄物

産業廃棄物　【静岡県】第02201025593号
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月１７日～令和８年６月１６日
廃プラスチック類(石綿含有廃棄物を除き、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
金属くず（水銀使用産業廃棄物を含む。）ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器
（石綿含有産業廃棄物を除き、水銀使用産業廃棄物を含む。）、がれき類
（石綿含有産業廃棄物を除く。）、汚泥（水銀使用産業廃棄物を含む。）
紙くず、木くず、繊維くず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上８品目

特別管理産業廃棄物　【静岡県】第02251025593号　
　　　　　　　　　　　　　　　　令和１年10月１２日～令和６年10月１１日

感染性産業廃棄物

平成２２年７月７日　環境マネージメントシステム・エコアクション２１認証取得

資  本  金 　1,000万円
売　上　高 13,911万円
従業員数　　 　　　　　８名
延床面積 事務所　　　　　　　 35㎥ 駐車場　　　　　１531．34㎥
車両台数 パッカー車 5　台 ２ｔ 保冷車 1  台

フックロール車 1  台 １ｔ　バン　 1  台
ユニック車 1  台 軽四輪車 2  台
2ｔ　ダンプ車 1  台

受託量 t/年
t/年
t/年

富士市委託一般廃棄物 t/年

処理料金 別途見積による

平成１７年５月２１日　（株式会社に組織変更）
平成　５年５月２８日

736

一般廃棄物
産業廃棄物
（内特別管理産業廃棄物）

1158
344
83



　さとう産業株式会社 環境管理組織図及び実地体制
改定2023年4月15日

　  　経営責任者
 　（代表取締役社長）
　　   　佐藤宏美

   　環境管理責任者   EA－２１活動事務局
　　　　（責任者） 　  　 　（総務部）

　 　　   　中　　　山

　     一般廃業務部 　  　 産廃業務部 　　 　特管業務部
　    （エコドライブ） 　 　　（エコドライブ） 　 　  （エコドライブ）
　　  　高　　　井     　   秋　　　山 　　 　 山　　　田

　  　 一般廃業務部 　　　　産廃業務部 　  　 一般廃業務部
　 　　（エコドライブ） 　 　　（エコドライブ） 　 　　（エコドライブ）
　　 　　諸　　　田 　　 　　渡　　　辺

　　＜環境管理組織における機能＞
　　　　　経営責任者
　　　　　　　①環境方針の作成と社員への周知
　　　　　　　②環境管理責任者の任命
　　　　　　　③資源（人材、資金、設備）の準備
　　　　　　　④経営の課題とチャンスの明確化
　　　　　　　⑤全体の評価と見直し
　　　　　環境管理責任者
　　　　　　　①環境経営活動の推進
　　　　　　　②環境目標及び活動計画の作成
　　　　　　　③環境経営推進会議の実施
　　　　　　　④経営者への進捗報告（毎月始実施）
　　　　　　　⑤従業員教育
　　　　　EA－２１活動事務局
　　　　　　　①各部門のデータのまとめ
　　　　　　　②活動計画の作成、実績管理
　　　　　　　③環境負荷・環境への取組の自己チェックの実施
　　　　　　　④環境管理責任者補佐
　　　　　　　⑤法規制最新版管理
　　　　　　　⑥文書・記録の管理
　　　　　産廃業務部・一般廃業務部・特管業務部
　　　　　　　①活動計画の実施
　　　　　　　②月別部門データの集計
　　　　　　　③問題点の把握と是正の実施
　　　　　　　④推進会議の出席

　　　　

竹　　　川

海　　　野



2017～2019 2022年度目標 2023年度目標

平均値 -1.00% -1.50%

二酸化炭素排出量削減 Kg－CO2 59156 58565 58269

①購入電力の削減 KWH 4585 4539 4516

②軽油の削減 L 20957.05 20747 20643

③灯油の削減 L 118.6667 117 117

④ガソリンの削減 L 1712.113 1694.992 1686.432

水の削減 ㎥ 140 139 138

一般廃棄物の削減　　 ｔ 0.250 0.248 0.247

契約件数増 件 26

グリーン購入の推進 採用品数 54

運搬量 2430.78 実績把握 実績把握

CO2/ｔ 24.50 24.25 24.13

中　　期　　目　　標

契約件数を増やす

グリーン購入に務める

※　排出係数は0.475（ｋｇ－Co2/kwhを使用）東京電力２０１７年を使用

※　事業系一般廃棄物・産業廃棄物の契約件数を促進し適正処理する。

※　基準年は２０１７～２０１９年平均値

項目 単位



○印は活動実施済　　　　活動期間評価　◎は良く出来ている　△は十分でない　×は未実施

活動期間

評価
 ５月  ６月  ７月  ８月   ９月   １０月   １１月   １２月   １月   ２月   ３月   ４月 ５～４月

・休み時間の消灯の徹底 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・適正温度での空調 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・クールビズ・ウオームビズ推奨 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・自然光の取入れ 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・洗車場高圧洗車機 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・休み時間の消灯の徹底 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・適正温度での空調 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
・クールビズ・ウオームビズ推奨 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・自然光の取入れ 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・洗車時の節水 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

水使用量 　①節水レバーの設置 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

の削減 　②雨水の利用 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・水漏れ点検の実施 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

廃棄物排出 ・コピー用紙の両面使用 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

量の削減 ・電子メールでペーパーレス 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・電子マニフェストシステム導入 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リサイクル ・段ボール、雑誌紙等リサイクル 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
の推奨 ・ペットボトル、ビン、缶リサイクル 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

グリーン購入の推奨・備品等の新規購入時グリーン購入検討 社長 中山 　　○ 　　 ○ ○ ○ ◎
・エコ運転の実施 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

軽油・ガソリン ・日常点検、定期点検  　 ○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

の削減 ・エコ整備、エコ車検 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・ルート収集 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・走行距離管理 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

事業系一般 ・ペットボトル 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

廃棄物の分別 ・缶 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

再資源化 ・雑誌・古紙類 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・廃プラスチック類 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・医療系廃プラは感染性で処理する 　　○ 　　○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
・廃蛍光管、廃乾電池 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

契約件数を増やす・適正処理の説明/指導 社長 山田 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

適正処理 竹川 山田

購入電力

(事務所）

竹川 山田

竹川 山田

取組目標 実施項目 責任者 担当

(駐車場）

購入電力

竹川 山田

　　　　　　　　　ス　　　　　　　ケ　　　　　　ジ　　　ュ　　　　ー　　　　ル

　　活　　　　　　　動　　　　　　　期　　　　　　　間

竹川 山田

中山竹川

竹川 山田

竹川 中山



※　次年度計画　　　次年度も継続的に取り組む

活動期間
評価

 ５月  ６月  ７月  ８月   ９月   １０月   １１月   １２月   １月   ２月   ３月   ４月 ５～４月

・収集ルート見直し 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

受託した廃棄物の ・顧客・市民に対する分別指導 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

収集運搬における・家庭ごみステーションの清掃 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

環境配慮 ・顧客の医療系廃棄物の保管・管理の指導 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

・車両の洗車 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

・洗車場の清掃 　　○ 　　○  　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

・社員の清潔な服装 　　○ 　　○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

※　次年度計画　　　次年度も継続的に取り組む

　　　　　　　　　ス　　　　　　　ケ　　　　　　ジ　　　ュ　　　　ー　　　　ル
　　活　　　　　　　動　　　　　　　期　　　　　　　間

竹川 山田

取組目標 実施項目 責任者 担当



　

2022年度 2022度 削減率

目標値 実績 （目標値対比）

二酸化炭素排出量の削減 Kg－CO２ 58565 57587 98.330% ◎

　　　①購入電力の削減 KWH 4539 4347 95.770% ◎

　　　②軽油の削減 L 20747 22401 107.970% ▲

       ③灯油の削減 L 117 413 352.991% ▲

　　　④ガソリンの削減 L 1694.99 1116.13 65.848% ◎

水の削減 ㎥ 139 132 94.964% ◎

一般廃棄物の削減　　 ｔ 0.248 0.235 94.758% ◎

契約件数増 件 契約増に向け努力 35 ― ◎

グリーン購入の推進 採用品数
グリーン購入に努め
る 55 ― ◎

運搬量 ｔ 実績把握 2238.20 ― ◎

CO2／ｔ CO2／ｔ 24.25 25.73 106.103% ▲

　※　排出係数は0.475（ｋｇ－Co2/kwhを使用）東京電力２０１７年を使用

  ※　判定　◎目標達成　▲目標未達成

　　評価　　２０２２年度
　※電力については、事務所は、エアコン、扇風機を適正に使用したが夏季の猛暑により、6月～9月

　　の使用量が増えた10月～5月の間は前年より削減できた。車庫は、7月まで移転に伴う片付け作

　　業等により使用量増加となったが、8月以降はエアコンの使用がなかった事もあり大幅に削減

　　できた。洗車場は、車両、コンテナの補修・整備により使用量が増加した。

　※軽油・ガソリンについては、前年度に引き続き、一般廃棄物ルートの見直しと産業廃棄物収集運

　　搬の効率化を図り、ガソリンは目標達成出来たが、軽油は新車庫へブロックや荷物の運搬での

　　使用、廃棄物の分別説明で個別訪問する等で使用量が増えた。＜是正＞分別パンフレットを作成し、

　　運転手各自が配布するようにした。

　※灯油の使用量についてはエアコン設置されていなかった期間の使用量が増えた為による。エアコンを

　　設置し、灯油の使用量を控える。

　※水の使用については、節水出来た。

　※契約件数増・グリーン購入の推進は目標達成出来たが、

  ※運搬量に対する二酸化炭素の排出量は増加となっており、次年度は更なる取組強化に努める。

　※co２/ｔについては、運搬量が前年度より増加したが目標達成しなかった。更なる契約件数と

　　 運搬量を増やす。

　　次年度の目標
　※目標の変更　　有り

　※運搬量に対する二酸化炭素排出量の割合を下げるために、契約件数増による回収ルートの再見直しを

　　 不要な運転を無くすことで軽油使用量を削減する。
　※軽油・灯油の基準値を２２年度実績を基に見直す。

　※次年度も引き続き水銀使用製品と産業廃棄物の回収のコスト削減に務める。

項目 単位 判定



社員によるミーティング（環境経営推進会議）

12月上旬の車庫移転に伴い、移転先の土地整備が進む過程に於いて
全体会議を頻繁に行い使いやすいレイアウトにしました。（1月～12月）

※　移転先に運ぶ物の選別
※　仮事務所の設営
※　電気、水栓の設置位置

※　車両の配置図作成

※　移転前後の日程調整と手順
※　その他諸々

内部コミュニケーション活動



環境関連法規制の取り纏め及び遵守状況

１、下記環境関連法規の遵守確認した結果違反はありませんでした。

２、関係当局より違反の指摘、訴訟等も過去３年間ありません。

　　　遵守評価　２０２3年５月３１日

廃棄物排出事業所との

委託契約

紙マニフェストの管理

廃棄物収集 廃棄物の処理 紙マニフェストの期間内返却 ９０日以内または１８０日以内

  運搬業者 及び清掃に 紙マニフェストの保管

関する法律 電子マニフェストの管理

マニフェスト交付状況の報告 知事（保健所）6月３０日まで

投　　棄　　禁　　止 不法投棄を行わない

廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台にシートを被せる等

水銀使用産業廃棄物の適正処理

水銀使用産業廃棄物の適正な運搬

許可の取得更新 5年ごとの講習と更新※

家電リサイクル法 指定家電の収集 テレビ・冷蔵庫　他

PCリサイクル法 OA機器の収集 パソコン・モニター　他

道路運送車両法 日常点検

定期点検

消　　防　　法 消火器設置

環境基本法 一般的な自主努力

地球温暖化対策

推　　　進　　　法

循環型社会形成 廃棄物等の内、有用な物の

推進基本法 循環的な利用を促進

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般的責務

自　　動　　車

　リサイクル法

消　　防　　法 　火　災　の　予　防 パッカー車の火災予防

フロン排出抑制法 　定期点検の実施

事業者全般

適用対象 法規・条例・規則 遵守状況

○

適用内容または規制基準値

契約書の締結 ○

○

○

○

○

○

○

B２票・D票・E票の返却

５年間

３日以内に登録

○

○

○

○蛍光管乾電池を適正に処理する

容器・緩衝材等で使用する ○

○

温室効果ガス抑制措置 自治体施策への協力 ○

○

○

○

ブレーキ、タイヤ、バッテリー等

かじ取り装置、制動装置等

○

３Rへの努力 ○

○

引取業者への引渡し リサイクル料金の支払い ○

○

業務用エアコン



代表者印

　　　　　　　　　　　　　《　適切性、妥当性、有効性の評価　》

　　　環境管理者よりの 　　　　代表者からの
　　　報告内容・提案 　　　　指示事項 　有り　無し
【取組状況の評価結果】 【環境方針の見直し】

環 ①環境関連法規制遵守状況
境 　　2023年5月３１日遵守状況確認  　 環境関連法規制は確実に

経 　　確認結果：遵守されている 　　遵守されています。

営 ②是正処置・予防処置の有・無
シ 　〈有りの場合内容〉 ✓
ス 無し
テ
ム ③各部門の取組状況
有 　　　■各部門計画通り
効 　　　□一部計画遅れの部門有り
性 　　　□各部門大幅に計画遅れ 　
評 　〈遅れ内容〉
価 　　　　

【目標・活動計画の達成状況】 【目標・活動計画の見直し】
取 ・目標達成状況の報告
組 　　□環境目標達成 　二酸化炭素の排出量を削減 　本年度の二酸化炭素排出量

の 　　■一部環境目標未達成 　する為、常に一般廃棄物運搬 　は目標達成出来たが軽油・

適 　　□大幅に未達成 　ルートの見直しと産業廃棄物 　灯油の使用量が増えた。

切 　　〈未達成内容〉 　の回収時間、使用車両を検討 ✓ 　軽油については、運搬した廃

性 　　　　二酸化炭素の排出量 　し、予定を組み、化石燃料使

の 　用量の削減に努めること。 　る為の工夫をして、次年度は

評 ・活動計画の達成状況の報告
価 　　■概ね達成 　む。

　　□一部未達成
　　□大幅に未達成
　　〈未達成内容〉

外 【法規制の改正対応及び
部 　その他要求事項対応・他】 　
環

境

変

化

応

代表者 環境経営方針 変更無し ✓
による 環境経営目標及び環境経営計画 軽油・灯油の使用量を基に
評価と 見直す。
見直し 実施体制 変更無し ✓

＊代表者による全体の評価と定期的見直しは毎年５月に実施する。

　　　　　　　２０２3年５月３１日　　　代表取締役　佐藤宏美

✓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者による全体の評価と見直しの記録

コメント

　棄物に対する比率を下げ

佐藤

優良事業者認定取得準備

✓

　目標達成出来るように取り組

変更の必要　　　

　　次年度も環境関連法規制

　　める。　　
　　を遵守し、適正処理に努



2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

基準値 -0.50% -1.00% -1.50%

二酸化炭素排出量削減 Kg－CO2 57587 -0.50 -1.00% -1.50%

①購入電力の削減 KWH 4347 -0.50% -1.00% -1.50%

②軽油の削減 L 22401 -0.50% -1.00% -1.50%

③灯油の削減 L 413 実績把握 実績把握 実績把握

④ガソリンの削減 L 1116.13 -0.50% -1.00% -1.50%

水の削減 ㎥ 132 実績把握 実績把握 実績把握

一般廃棄物の削減　　 ｔ 0.235 実績把握 実績把握 実績把握

契約件数増 件 35

運搬量受託廃棄物 ｔ 2238 +1％ +2％ +3％

再生資源回収量 ｔ 206 +1％ +2％ +3％

※　排出係数は0.441（kg-co2/ｋｗｈ使用）とする。

※　事業系一般廃棄物・産業廃棄物の契約件数を促進し適正処理する。

契約件数を増やす

中　　期　　目　　標

項目 単位

※　灯油、水使用量については使用量が少ないため実績把握とする。

※　運搬量受託廃棄物は産業廃棄物+一般廃棄物+再資源の回収・収集運搬量。


